
平成2 6年度　県小教研学習指導改善調査事業

協力校としての取組

1　研究主題

柏崎市立半田小学校

考えをつなぎ､深める学習

～確かな見通しと､かかわり合い､教え合いの充実をめざして～

(1)目指す子供像

本校では､教育目標｢思いやりのある　たくましい子供｣を掲げ､ ｢進んで学び考えを深める子

供｣の育成を目指している｡

(2)研究の経緯

平成22年度から3年間､柏崎市刈羽郡学校教育研究会より生徒指導の指定研究を受け､ ｢見つめ

よう!自分　高め合おう!半田っ子～思いや考えをもち､かかわりながら高め合う子の育成～｣を

テーマとし実践研究を行ってきた｡

｢かかわり合うこと｣を大切にしたこの研究を通して､児童が､自分の思い､考え､知識を｢あ

たたかい聞き方｣ ｢やさしい話し方｣で交流することにより､より良いものを生み出すこと､友達と

かかわり､練り上げ､新たに生まれた考えで､さらに活動が高まることが明らかになった｡さらに､

このようなかかわり合う学習･活動が､より良い人間関係づくりにつながるとともに､学習活動の

充実につながることが確認された.一方､児童一人一人が多様な考えをもち､自分の言葉で説明す

ること､そして出し合った意見を交流させ学習を深めていくことが課題として挙げられた｡

また､平成25年度は､ ｢考えをつなぎ､深める学習　～書くこと･話すこと～｣を研究主題に､

国語･算数を中心に学習指導の改善を図ってきた｡

(3)取組の成果と課題から

｢話す･聞く｣､ ｢漢字｣などの言語事項､四則計算などの基礎的な内容のより一層の定着が図ら

れた｡一方で､ ｢長文読解｣､ ｢概数｣､ ｢単位の換算｣ ｢公式の応用｣などの学習内容の定着に課題が

見られたoまた､ QUアンケートや学習アンケート等から､学力検査結果の高い学年が､総じて意

欲が高く､学力と意欲･関心の相関が認められた｡ ｢自分の考えや思い､意見を進んで発言すること

ができたか｡｣の自己評価では､一昨年度よりも改善傾向にあるが､学年が進むにつれて低下してい

る傾向が見られた｡これら課題の要因として､ ｢課題解決-のイメージのなさや自己有用感の低さか

らくる学習意欲の低下｣｢考えたことを表現し合い､練り上げていく学習活動の不足｣が挙げられる｡

これらの課題の解決のために､ ｢どの子にも課題解決-の見通しをもたせる｣ ｢かかわり合い､教

え合い､話し合いの中で考えたり感じたりしたことを表現し合う｣ ｢分かったことを自分の言葉でま

とめること｣が大切であると考えた｡

そこで､今年度は､これまで取り組んできた｢かかわり合うこと｣ ｢考えをっなぎ､深める学習｣

を発展･充実させることを目的とし､研究主題を｢考えをつなぎ､深める学習　～確かな見通しと



かかわり合い､教え合いの充実をめざして～｣を設定した｡

3　研究仮説

児童に学習課題の見通しをもたせ､かかわり合い､教え合いを活性化し言語活動を豊かにし､学ん

だことの振り返りを確かにすることの積み重ねにより､筋道立てて考え､表現する力が向上するであ

ろう｡

4　研究の範囲

本年度は､児童の実態や学習上の課題を明確にした中で､算数科を中心に授業研究を積み重ね､授

業改善を日常的に図っていくこととした｡

5　授業改善の手立て

○導入

･ねらい(学習課題)を明示し､学びのゴールを意識させる｡ (どの子にも見通しをもたせる)

例‥　わり算の筆算の仕方を理解しよう(計算方法を理解する場合など)

5の段の九九を覚えよう(習熟を図る場合など)

こみ具合を比べる方法を見つけよう(解き方などを見つける場合など)

合同な四角形をかいてみよう(作図方法の定着を図る場合など)

学習した内容の確認をしよう(まとめや復習など)

*単元名､タイトルだけではなく､学習する課題を匡亘]として子ども目線で提示する｡

○展開

･教え合い､話合いを意識的に設定し､学習場面での｢かかわり合い｣を活性化する｡

･かかわり合う中で､考えを交流し合い､ ｢分かる｣ ｢練り上げる｣場面を設ける｡ (分からない子

が分かるように､分かる子は考えがより明確になるように)

･ ｢やさしい話し方｣ ｢あたたかい聞き方｣ (教室掲示)の確認(発表者に注目させる｡発表者の方

を向く等oかかわり合いを深めるo自己有用感を向上､居場所を確保する｡)

○まとめ

･教師による｢まとめ｣と児童による｢振り返り｣を行い､充実感と次時-の意欲を高める｡

<共通課題>

○　思考の手がかりとなる板書

○　思考を深める教え合い､話合い

○　思考をつなぎ深める発間

○　意欲や思考をつなぐ振り返り

6　研究方法

研究主題に迫るために､次のような方法で研究を進める｡

(1)全国学か学習状況調査やweb配信問題集計システム診断問題､県小数研学習指導改善調査､ NRT

学力検査結果などのデータ､学年テストなどを基に､学習上の課題を具体的に洗い出す｡

(2)基礎学力の確実な定着と学習習慣の確立を図る｡



○　児童､職員共に､ Web配信問題を｢Webファイル｣に蓄積｡家庭学習の充実

○　学年テストは､各学年､年4回実施｡問題は､基礎的基本的事項+思考問題

(3)授業改善の視点を明確にした提案性のある授業研究を積み重ねていく0

○　授業者は､算数を年1回公開･学習上の課題の共通理解

○　研究内容にかかわる授業改善の方策提案･効果を上げた指導方法の共有化

(4)進捗状況に基づき､年間指導計画及び改善策を見直し､授業改善を図っていく｡

(5)基礎研修や外部講師による研修会を通して､学んだことを授業改善に生かす｡

(6)特色ある教育活動の推進をする｡

○　全校で取り組む朝読書｢さわやかタイム｣と地域ボランティアによる読み聞かせ｢絵本箱｣

○　児童の思いや願い､意識の流れを大切にした生活科､総合的な学習の取組

O　｢書くこと｣の集大成となる全校児童による作文集｢松の実文集｣作成

(7)研究評価は､授業実践､児童による学習アンケート､研究協議､ NRT学力検査結果及びQU検査､ハ

イパーQU検査との相関から行い､今年度の研究を検証する｡

7　成果と課題

(1)各種学力検査､生活アンケート等から

Web配信集計システムについては､過去の診断問題を使っての事前指導､正答率の低かった問題

の分析と再指導を行ってきた｡ 6年生については学習状況に即して､ 4コース少人数指導-と指導

体制を充実させ､よりきめ細かな指導をしてきた｡ 3年生は県平均前後で推移し､ 4年生について

は県平均を上回っている｡ Web配信集計システムやNRT検査から､中学年までの学習意欲や定着が

高学年になると低下する傾向がここ数年見られている｡

全国学力･学習状況調査｢児童質問紙｣の結果からは､子供たちの物事に前向きな姿勢や規範意

識､自尊感情の高さがうかがえた｡しかし､家庭学習と読書活動において課題が見られた｡読書活

動では､家庭読書､図書館の利用とも/肯定的評価が低い｡一方､家庭学習では､学習塾での時間も

含めるが､ ｢平目1時間以上学習をしている子供｣が60.2% (全国平均､ 60%)､ ｢平日2時間以上

学習をしている子供｣が13･6% (全国平均の25.8%)と家庭での学習が十分ではない状況がある｡

また､児童アンケートでは､ ｢自分の考えや意見を進んで発表している｣ ｢自分の考えや意見をノ

ートや作文に書いている｣と肯定的に答える子供の減少傾向が見られている｡

(2)授業研究､授業実践から

｢めあての明示｣ ｢教え合い､話合い活動の充実｣ ｢振り返り活動の充実｣を柱として全校体制

で授業改善に取り組んできた｡ ｢教え合い､話合い活動｣を充実させ､話合いを通して課題解決を

していく実践が多く見られた｡また､板書計画をしっかり立て､ 1時間の学びの軌跡が分かる板書

がなされていた｡一方で､ ｢話合い｣や｢グループ活動｣自体が目的化しているのではないかと忠

われる面も見られた｡

学習意欲の継続という観点からも課題提示の工夫については､まだ改善の余地がある｡追求意欲

がわく課題の提示がなされれば必然的に言語活動も充実してくる｡次年度は､授業改善の視点とし

て課題提示の工夫に焦点を当てて取り組んでいきたい｡

また､ ｢めあての明示｣ ｢振り返り活動｣の充実という点では､継続的な取組として定着してい

るとは言い難い面がある｡ ｢前時の学びを本時に生かす｣ ｢本時の学びを次につなげる｣という｢学

びの継続｣という観点からも｢めあての明示｣ ｢振り返り活動｣の継続を図っていきたい｡



第2学年2組　算数科学習指導案

指導者　教諭　今井　綾子
1　小単元名　｢ひょうとグラフ｣

2　ねらい

･好きな果物調査の結果を表に書き表すことができる｡

3　指導の手立て　(本時　1/4時)

1年生で､ものの個数を絵や図などを用いて整理したり､読み取ったりする活動をしている｡ 2年生

では､さらに分類整理したものを簡単な表やグラフに表わしていく｡本時は､ 1年生で学習したことを

もとに数量を分類整理し､表で表す活動を展開する｡導入として子供たちの好きな果物を取り上げ､ ｢ク

ラスナンバー1果物をしらべよう!｣として活動する｡子供たちの興味関心を高め､見通しをもって活

動に取り組めると考える｡

数え間違えや見落としをなくす方法として､二つの手立てを考えるo

(ヨ　グループで活動する

グループで協力して分類整理することによって､数え間違いや見落としを複数の目で確認するこ

とができる｡並べながら自分の考えを伝えたり､友達の考えを聞いたりすることにより､自分の考

えを立てたり､見つめ直したりすることを期待する｡そうした活動を通して自分の考えをより確か

なものにしていけるようにする｡

②　具体物を用いた操作活動

グループで活動できるようにカードを用意し､具体的操作をする｡ホワイトボードにまとめるこ

とにより､視覚的にも整理したことが実感できるようにt夫する｡表に表すと数を比べやすいこと

を実感し､もっと活用したいという思いを育てる｡次時の｢簡単なグラフに表そう｣という課題に

つなげていく｡

4　展開

学習活動 匹ｨｻ8踪,ﾉ:ﾘ*ｸ*�*�,d3ｩuﾉ�ｨ+8.ｨ.倬�;h,ﾉKﾘ吮�□指導上の留意点※評価 

本時の課 匹｣)D�)�x,ﾈ6�986��ｳ�惓Z�,ﾘ巉*�,��□事前に子供たちの人気果物を調査し､ 

題を知 �3ｨ�ｸ�ｸ*ｩ�ﾘ+ｸ*F��カードにまとめておく○ 

り､見通 �3ｨ+(+�.�+(+�.�,X.ﾘ*�.x,�*(,��□カードをばらばらに提示するo 

しをも つo 緬���靫姥h+X,I�H*jH4�8�5�6�986��ｳ�惓Z�/�+#�.h*Bﾄ｢�

グループ 匹ｩ$�.�*ｩZｨ*�.�.(+x*(.h*H,兔�-y_ｸ/�ﾔ姥h+X.h*B�□1年生で習ったことを想起させ､見や 

で､分類 �3ｩ:�+h惓Z�,YZｨ*�.ｨ,�*(*(.f��すいカードの整理の仕方を考えさせ 

整理をす �3ｨ-ﾈ,�+x*�,兔�-x+ﾘ-�*H*ｨﾊ�.(+x*(.f��るo 

るo �3ｨ岑/�+ｸ.ｸ*h+ﾘ.x.ﾘ*�.�.(+x*(.f��※操作活動を通して､資料を効果的に分 類できるo 

分類整理 匹ｨ,x,ﾈ.h*H,儘姥h+X,I¥�-x+ﾘ*價ﾙUﾈ+X,H*ﾘ+�+2�□ホワイトボードを使って説明するよ 

の仕方を �*&��うにするo 

紹介しあ �3ｨ-ﾈ+蟹:�+h惓Z�,YZｨ*�-ﾈ+X+ﾖ��

うo �3ｨ鵁,唏-ﾈ,�+x*�,兔�-x,Hﾊ�.(+x*ﾘ+X-ﾈ+X+ﾖ��3ｨ岑/�+ｸ.ｸ*h+ﾘ.x.�,(,hﾊ�.(+x*ﾘ,�.�-ﾈ+X+ﾖ��



分類整理 匹ｩZｨ*�+ﾘ.�,ﾈ/��H*h,JIUﾈ,��H/�Uﾈ+X-ﾈ+X.X*F��口数え間違いや漏れ落ちがないか机間 

したもの �3ｨ�ｸ�ｸ,ﾓH,(+�,��巡視するo 

をもとに �3ｨ�ｸ�ｸ*ｨ自MI�ﾘ*(,ｸ�ｸ6�8898784�98+脾�□表を取り入れたワークシートを用意 

表を作成 するo 凾ｷるo ※表のかき方を理解し､-表に数を書くこ とができるo 

表から読 匹ｩUﾈ,�-ﾈ,h-�,IZｨ*�,�+ﾘ+�,h/�JﾙUﾈ+X-ﾈ+X.X*F��※表の良さに気付いた発言をするo ※自分の言葉を使って､学習したことを 

み取れる �3ｩUﾈ,��H/���*ﾘ,jH,x,ﾈ*ﾘ+�.�,ﾈ*ｨ巍�ﾈ*�.ﾘ*�.��

ことを話 �.(+x*(�ｲ�

し合つ �3ｨ�ｸ�ｸ*ｨ自MI�ﾘ*(,X+x�ｸ+�*�.zH�ｸ�ｸ*ｨ4�8�5�6��

て､まと めるo �986��ｳ�惓Z�,X+x�｢�耳*ｸ.h*H,ﾈ.ﾘ+Hｹ�-�.h*H,��H,X��*ﾘ,jH巉*ｨ*(*ﾘ,(*��+x*饂ｨ*�.愈2�CｩUﾈ,��H/���*ﾘ,jH,x.ｨ*ｨ*(*ﾘ,(*�*ｨ.h*ﾙZｨ*�.��

ますねoでは､分かったことを書きましょうo ��X.云H,�,H*(.薬�

次回は､もう一つの数の表し方で使うグラフの学 ���鵁鳧,�*�*(,JH4�8�7H/�w�*(,I�H/�Uﾂ�

習をしますo �+x+�,h/�uﾈﾙ�+ZHｧx-�,ﾈ�8�/�,(,��*踉�

9月8日ひようとグラフ 

倍ようのめあてl■くふうして数え､クラスナンバー1くだものをしらべよう○ 

○よそう 

･りんごが多いo子供たちが並べたものを貼るo 

･バナナはすくない○ 

･どれが多いかわかりにくい 

↓ 

lだれもが見てすぐわかるようにならべかえよう= 

○ひように書いてわかつたこと 

･バナナが5人でいちばん多いoひようを貼るo 

･リンゴは3人ですくないo 

lきようのわざl 

ひように数で書くと､何がいくつかすぐわかるo 



今年度の授業実践を振り返って

第2学年2組　担任　今井　綾子

1今年度の取組の成果と課題

(1)授業研究を通しての成果と課題

本時は､ 1年生で学習したことをもとに数量を分類整理し､表で表す活動を行った｡事前にク

ラスでアンケートをとり､子供たちの興味関心をひき､表にまとめること-の必然性をもたせた｡

また､グループ活動とし､具体物を使って分類整理することにより､どの子にも分かりやすく参

加しやすい授業を展開した｡

【成果】

ホワイトボードを用いて､種類別に分類整理する活動を取り入

れた｡実際にカードを操作することにより､どの児童も意欲的に

参加し､理解することができた｡低学年において､具体物の操作

は有効であると考える｡並べたものを見ながら､表にまとめるよ

さに気付いた｡並べただけでは､すぐに｢○○がいくつ｣と答え

ることができなかった｡そこで､表に表してみることになった｡

分類整理されたホワイトボードを見ながら､どの子も一生懸命数

えていた｡

活動時には､ ｢数は合っている｣ ｢どう数えていったか｣など自

然と会話が生まれた｡自分の考えを伝えたり､友達の考えを聞い

たりしながら､自分の考えを見つめ直し､自分の考えをより確か

なものにしていくことができた｡

【課題】

個々の考えをしっかりともち､自分の考えを順序立てて伝えることが大切である｡ ｢まず｣

｢次に｣ ｢最後に｣など説明する際に必要なスキルを身につけさせていく｡各教科を通して共

通して取り組んでいくことも大切である｡

本時のめあてを分かりやすく児童に伝え､きちんと押さえた上で､学習に入っていくこと

が大切である｡この時間に何を学び､何を得たのかが児童の実感として残るよう授業を展開

していく｡

具体物を用いた操作活動を通して､五感を使った学習を展開し

ていく｡誰もが意欲的に参加できるような雰囲気作りをしていき

たい｡

(2)これまでの取組を振り返って

研究主題にそって実践してきたことは､グループ活動を取り入れ､話合いをすることと､黒板

にめあてとまとめ､感想などを書かせることであった｡児竜の中で定着しており､ ｢きょうのめ

あては何かな｣ ｢今日のわざだね｣など児童からつぶやきが聞こえる｡グループ･ペア活動を意

図的に取り入れることにより､考えることに前向きになった児童がたくさんいる｡個々の学びを

大切にしながら､効果的に取り入れていく｡



第4学年　算数科学習指導案

授業者　教諭　串l土l　良子

1　小単元名　長方形とif三方形の面積

2　ねらい
･これまで学習した東棟公式を使一･.'て､複合図形の面積を求めることができる｡

こi　指導の手で_I:て(本時　5/10)

前時までに学習した面積の求積公式を利用して複合図形の面相を求めるo　見通す執著で長方形と正

方形の求碩公式を掲示し､ ｢長方形や1仁方形に形を変えることができれば公式で求められる｣ことを

確認し､見通しをもって取り組めるようにしたい｡

数字にとらわれてよく考えないで立式する児塞がいるので､はじめは辺の長さの入っていない園を

提示し､図と言葉で鋸)の考えを説明させるようにする,U　なかなか全員の前で発言できない児童がい

るので､ペアで紹介し合ってから全体で紹介するようにする｡話合いを適して､面積の求め方はいろ

いろな方法があることや友達の考え,7)よさに気付かせ､考えを広げることができるようにするG

話合いの後で実際に面積を求めるが､どの辺の長さが分かれば問題が解けるのか考えさせ､求楯に

対する理解を深めるo　どんな方法でも長方形や11三方形に直して考えれば公式を使って答えが求められ,

ることに気付かせ､次時に解く複合侯卜形の問足削こ意欲をつなげていきたいC

4　展開

学習活動 ��Cｨｻ8踪,ﾉ:ﾘ*ｸ*�*�,d3ｩuﾉ�ｨ+8.ｨ.倬�;h,ﾉKﾘ吮�U指導上の留意点※評価 

本時の課 匹ｨﾚ�?ｨ,ﾚH+�/�,愛ｹ&佛�,ﾈﾆ�,ﾉlｩ�ｨ/�ｸ�-�-ﾈ+rつ�口既習事項を振り返り､このままでは公 

題を知 ��ﾈ��uH��Cｨﾚ�-ﾈ,X�,�+ﾘ,ﾈ,ﾙ+y_ｸﾆ�,i�9_ｸﾆ�,ﾉlｩ��,ﾈｸ��式を使えないことに気付かせる.:, 

り､見通 �-�ｸ,X+X+ﾘ,ｶ�ﾘ,h*�+ｸ.ｨ/�諄*h,�*(*�,��口図形を分けたり.補ったりするなどして 

しをも �3ｩ+y_ｸﾆ�.)�9_ｸﾆ�,兔�*h.ｨ,�*(*(,ﾈ*�,��長方形や正方形にすることで求められ 
'つ, 凾驍ｱとに気付かせるo 

J匪∃これまで学習した面積の求め方を使-て階段型の図形の面積を求めようC.l 

個人作業 匹ｨ齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h/��ﾘ.(ﾋ駢H,X��*(,H-ﾘ-ﾈ+X.X*H�ｲ�□図形を分けたり移動したりしでよいこ 

で､面相 �3ｨ�8,���.�,i+y_ｸﾆ�*｣(,(,X*ｸ.��ｸ+�.ｨ,�.xﾏb�とを確認するL, ※F:7=1.分で図形を分けたり補ったりして､ 

の求め方 俾�/�諄,�,H��*�.薬�

を考え �3ｨ��,���.�,i+y_ｸﾆ�*｣(,(,X*ｸ.��ﾂ鶇.zC(,(,ﾂ�

る亡. 冤ｩ��/�?｢罎穽ﾄﾈ,X+ﾘ+�,�*(*(,��長方形や正方形にすることができるC. 

C:欠けているところに長方形を入れると､,大き な長方形ができるoそこから付けたした長方 形の面積を引けばできそうだo 宙ﾞﾈｼb��

考えを紹 匹ｨ7�4�,X��櫁+Xﾘx*(-ﾈ+X.X*F��口柏手に分かるように図と言葉で説明す 

介し､学 �3ｨ-ｨ*ﾘ,ﾘ�8,�(,(,���,�,I+y_ｸﾆ�/�ﾞﾈ,�,JH+ｲ�ることを確認する_, 

び合う心. �.ｨ+ﾈ.ｨ,ﾉlｩ��/��+X,JH+ﾘ+x.h���※ペアの人に､自分の考えを分かりやす 
'■r:今度は全員で紹介し合って話し合いましょ うo C:私は横に2つに切って長方形を2つ作りまし �*ﾙ6�*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬���ﾙYL(,�,ﾘ��ｹ�+ﾘ+�,ﾈﾖﾈ*h/�Zｨ*�.�.(+r�

た02つの長方形のil:■fiL:一種をたします口 C,:ぼくはそ,i.I,と違って...o T:どU:)考えにも共通しているものは何でしょ �*ﾘ麌+ZI}霰陋ｸ+X,H-ﾈ,h-�.踏����*(.ｸ*(.ｸ,椅ﾈ*h*ｨ*�.�+�,h,亢9WH*��

.㌔, �+唏+ｸ.ｨ+ﾄ�r从�*ﾉ_ｸ/�yﾘ��+8+�.陳ﾂ�

C:どれも長方形に直■して～:_.I-:.JIしています.⊃ ���,x,ﾈﾖﾈ*h.�+y_ｸﾆ�,�+ﾈ+X,Ilｩ��/�ｸ�-��,H*(.�+�,h,亢9WH*�+�.薬�

必要な長 匹ｨ,X,ﾚH齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h/��,儷ﾈ+X,I9ｨ*h/�ﾟﾈ+X-ﾂ�□長方形の面積の公式を使うためには､ 

さを測つ �+Rﾃｨ+ﾘ*F��どの辺の長さが分かれげいいのか気付 

て面糟を �3ｩ]8,ﾉ+x+8*ｩZｨ*�.x,�*(,h,X*ｸ-ﾈ+�/�ｒ�かせる(, 



求める.;. 匹ｨ,tﾆd停兢2�,ﾉ+x+8*ｩTｹwh*�8/�WH*�,JI+x+8/��｢�,�,Hｸ�-�-ﾈ+X.X*H.��3ｨ�8,h��4｣｢�+x+8*ｩZｨ*�.ｨ,�*(*(,つ篦�3｣H��2ｳ(��8,X,X*ｸ.�,���I?�,w$｣｢俾�*ｨ,x,ﾈﾖﾈ*f�｢�+�s｢�,X+R网ﾈ*H*板ﾂ�口できた式を示し､どの方法の式か考え 

(::4×こ3があるから､縦に切ったやり方だ) C:引いているから､つけたして引くやり方だo �+8+�.呈��

漢よめ. 儼y7冢yZｨ*�+ﾘ.姥H*�+ﾘ+X+ﾘ.�+X,I+y_ｸﾆ�,�+ﾂ�ロ｢長方形｣｢分ける｣｢つけたす｣とい 

振り返り �+X,Hﾖﾈ*h.ｨ,駘ｩ��/�ｸ�-�.�+�,h*ｨ,X*ｸ��.定�ﾒ�う言葉を使って､学習の振り返りを書 

をする,.. 匹ｨﾚ�?ｨ,ﾈｧx�/�ﾙ�h*�+X,JH鵁,ﾈ.h*H,�*�.�+X.ｲ�ノ ＼つ 

い形の図形の血糖を求めていきましょう. �?ｨ鵁鳧,冤ｩ��/�ｸ�-�.��ﾘﾆ�/�麌+ZHｧx-��,ﾈ�9w�/�,(,�*竄ﾂ�

板番計画

6/20　両積をもとめよう

匝≡∃　これまで学習した面積の求め方を使って階段型の図形の面積を;jW,よう

匪え方ヒと月
･長万形に形を変えるC,

･長方形の面積-たて×横

･分ける

･動かす

･つけたナ

ノ＼

たてに-匝方形に分汗司一様に

4メ3+2×3- 1 8

2×3+2×6-1 8

LL｢ 
分けたり付けたしたりして長方形 

に直して考えれば面積を求めるこ 

とができる∩ 

つけたして､引く

4×6-2×3-1 8

一句:ミニ::>-

1

1

1

1

1

匪∈亘]

2× (6+3) -18



今年度の授業実践を振り返って

第4学年1組　担任　串田　良子

1　今年度の取組の成果と課題

(1)授業研究を通しての成果と課題

【成果】
(3)複合図形の形のT_夫による多様な東棟

本時では複合図形の求穏方法を考えさせた｡ 3ニっしか求種の方法が,lI'.ないような図形では､

子供たちの意欲が持続しないと考え､何通りもの考えが出る剛杉を提示した｡予想通り､召姑

たちは複合図形を2つに切る､穴埋めをする､切って組み合わせる等､次々と求種の方法を考

え廿日-ことができたo　ただ､いろいろな方法が出た結果､ 1時間では学習が終わらなかったの

で､初めから2時間の計画にするなど､時間配分の二｢大が必要であった｡

②既習事項の確認による見通しのある課題解決

複合図形は､前時までに学習した面積の求棉公式を利用して求めることができるo　そこで､

見通す段階で､掲示しておいた長方形と正方形の求種公式を綻認した｡,そのため､ j'一供たちは

｢長方形や正方形に形を変えることができれば公式で求められることJに気付き､意欲的に学

習に取り組むことができたo
E.ii,l課題提示の工夫による言語活動の充実

なかなか発言することができない児童がいるので､全体の話合いの前にペアトークを取り入れ/

たC.その時に､暖味な部分を友達の説明から補ったり､自分の説明が相手に通じるか確認したり

することができ､自信が湧くからである(,本時でも､算数に.'tl,A一手意識のある児鑑が､ペアトーク

の後では自分から手を挙げる姿が見られたU

数字にとらわれてよく考えないで立式する児塞がいるので､はじめは辺の良さの入っていない

園を提示したL_,そのため､子供たちは図に線や考えを露き込んだりしながら､いろいろな方法を

考える事ができた.〕さらに､図を示しながら自分の考えを言草で分かりやすく説明することがで

き､それをみんなで確認することもできたo

【課題】

(1)視覚に訴える課題提示の工夫

図に書き入れるだけではなく､図を切って並べ称えるとさらに分かりやすくなるので､そうい

う方法もあることを示すとよかった｡

(2)これまでの取組を振り返って

1時間の中に､ペア学習､グルー:/学習､ --斉学習､一･人学習など､それぞれの形態の粋性を

考慮して効果的に取り入れることで､かかわり合い､考えを深めることを意識してきた｡特にベ

ア学習は手軽で何回も繰り返し活用することができ､　一人一一人Jl.)説明する力を少しずつ高めるこ

とができたo　また､ -ンドサインを使うことで､自分の立場をはっきりとさせて意見を言った!,)､

友達の考えと比較したりすることができた｡さらに､自分の考えを説明するだけでなく､友達は

どうしてこう考えたのかと､他の人の考えを説明することを頻繁に取り入れてきた｡自分の考え

を言うことに抵抗のある子も､こういう場面では意外と意見をg='うことができ､既習事項を使っ

て説明する姿が多く見られた｡.

2　次年度への改善点

振り返りの時間をとれないことが結構あったので､次年度は振り返りの時間をしっかりと設定し､

何が分かったのか､そこからどんなことを考えたのか記録しながら次時につなげていきたい1,また､

ホワイトボード等を活用Lて自分やグループの考えが白f鋸こ見えるような形にし､話し合いに活用

できるようにしていきたいく,



第6学年　算数科学習指導案

1単元名　｢速さ｣
指導者　教諭　峰村　薫

2　ねらい

･単位量当たりの大きさの考え方をもとにして､速さの比べ方や表し方､求め方を理解する｡

3　指導の手立て　(本時　2/8時)

速さを比べるためには時間か道のりを｢そろえる｣ことがポイントとなることを押さえ､速さの表

し方や求め方を考えていく｡

5年生の｢単位量当たりの大きさ｣で､単位量当たりの数に表すことはすでに学習している｡本単

元では､その考え方を生かして､速さも1を基準として表すと､誰にでもわかりやすかったり比較が･

しやすかったりするというよさを理解できるようにしていきたい｡

本時では､異なる道のり･異なる時間で問題場面が提示されているため､どうやったら二つの速さ

を比べることができるかを考えていくo児童からは､ ｢1秒当たりに進む距離で比べる｣ ｢1メートル

当たり進むのにかかる時間比べる｣ ｢公倍数で距離をそろえて比べる｣ ｢公倍数で時間をそろえて比べ

る｣といった考え方が出ることが予想されるoそれらの考えの中から､誰でも､どんな時でも､わか

りやすい考え方はどれかということを､グループでの話合いを通して考えさせたい｡そして､速さも

やはり単位量(1時間､ 1分､ 1秒)当たりで考えることが一般的に用いられている方法であること

を理解した上で､正しく速さを求めたり表したりできるようにしていく｡

4　展開

学習活動 匹ｨｻ8踪,ﾉ:ﾘ*ｸ*�*�,d8�Iuﾉ�ｨ+8.ｨ.倬�;h,ﾉKﾘ吮� ���轌;��8,ﾉz�95��iUﾘ幵�ﾏｹ���,ﾈｧx�,ﾉ�X.云H.�/�+x.薬�/�ﾖﾈ*h.h*F�｢�

本時の課 匹ｪ)�ﾈ**8,h*(*H,ﾈ,ﾘ,x,ﾈ.h*H,�+�,h,X+X+ﾘ*尼� 

題を知 �3ｩ:�+hｹyz8/�%ｨ*(鳧ｭH,Y�h,�+ﾙ_ｸ*ｪ)�ﾈ**6�� 

り､見通 しをも つo �3ｩ:�+h鳧ｭH,Y+x*(ｹyz8/��h,�+ﾙ_ｸ*ｪ)�ﾈ**6�� 

怪垂∃どのソーラーカザ速いか､くらべる方法 ��

個人作業 �3ｩ;�,ﾈ.�/�+ｸ.ｸ*h,Hﾖﾈ*h,H-ﾘ.h*F��※自分の考え方をまとめることができ 

で速さを �3ｨ鳧ｭH/�+ｸ.ｸ*h,Hﾖﾈ*h,H-ﾘ.h*F��るo(ワークシート) 

くらべる○ �3｣�Zｨ,X,x.ｨ*ﾘ.x*)��-�,ﾈ*�,Xﾖﾈ*h,H-ﾘ.h*H�ｲ�

考え方を 匹ｩZｨ*�.�.(+x*)_ｹd�/�ﾖﾈ*h,H-ﾘ-ﾈ+X.X*F��口必要に応じ､5年生で学習した単位量 

紹介しあ �3ｨ+�.ｨ-ﾈ,X,�.�C�,)Zｨ,ﾉ�X*ｸ+8,X*ﾘ.x-x+ﾘ+�,b� �9h+ﾘ.�,ﾉ�X*ｸ+8,�,(*(,HｦﾙDh/�+x.薬�

うo �*ｨ*�,(+ﾘ,�� ��h齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*i_ｸ/�ti$(,���k�,X*ｸ.薬�

C:1分間当たりで考えると､とんな時でもくらべ やすいなo 忠JﾙUﾂ��

速さの求 匹ｩ�ﾈ+8,ﾓ�鳧ｭI9h+ﾘ.�,���-�;�,ﾈ.�,YUﾈ+X-ﾈ+v��口身近なところで使われている速さの 

め方や表 ��ﾈ+2ﾙ;�,ﾈ.���鳧ｭB�~単位を想起し､理解を深める○ 

し方を理 �%�肩�9lｨ,ﾈ��*(,�.h,�,JJ(鳬�ﾊ:)Zｩ�ﾊ:)V)�ﾊ2�□問題文を正しく読み､速さの正しい表 

解するo �,h*(,�+ﾙUﾈ+Y_ｸ*ｨ*�.�-ﾈ+x�ｲ�し方が理解できるようにするo 

C:時速というと､自動車や新幹線の速さを表す時 ��i�ﾈ+8,ﾈｸ�-�ｸ/�yﾘ��+ZIn)��/��8+X*ﾒ�

によく聞くなo C:時間や距離が違つても､速さで表すとくらべや すくなるな○ 弌�*ﾙ7�,h*ｨ,X*ｸ.薬�6ﾘ�ｸ6r��



振り返り 匹ｨﾚ�?ｨ,ﾈｧx�,ﾈ-ﾈ,h-�/�+X-ﾈ+X.h*F��′ 

とまとめ �3ｩ�ﾈ+8,ﾙ;�,ﾈ.���鳧ｭH,Xｸ�-�.x.ｨ.薬�3ｩ�ﾈ+8,Y�ｨ+x,jINHｧ(*ｨ+X.(+x*&�.ﾘ*定.�.(+x*"�C｣ｨ鵁,ﾈ鳧ｭH,ﾚH+�,ﾈﾖﾈ*i_ｸ/�.�,h,�+X,JJ);�,ﾂ�.�8.*(鳧ｭJ8,ﾈｸ�-�ｸ/�ﾖﾈ*h,H*(*ｸ-ﾈ+X.X*F��

粛轟,--ifLT

9/22　速さ

匝互司　どのソーラーカーが速いか､くらべる方法を考えよう.

あ.い.う 

3グループの表 

1秒当たり

の考え方

1m当たり

の考え方

速さ-道のり÷時間

時間を公倍

数でそろえ

る考え方

距離を公倍

数でそろえ

る考え方

ホワイトスクリーン

(児童のワークシート

を書画カメラで提示)

その後､練習問題提示｡

まとめ

･速さは｢1 (時間)あたりに

進む道のり｣で考える｡

･速さ､道のり､時間は互いに

関係しているo



今年度の授業実践を振り返って
＼

1今年度の取組の成果と課題

(1)授業研究を通しての成果と課題

【成果】

本時の最初に､ ｢速さ｣は｢時間｣と｢道のり｣と

いう二つの数量と大きく関係しているということ､ ｢速

さ｣を比べるには､ ｢時間｣か｢道のり｣のどちらかを

｢そろえる｣ことがポイントとなることをおさえた｡

そして､ ｢時間｣と｢道のり｣が揃っていない中で､ど

れが一番速いのかを考える学習活動を行った｡ ｢そろえ

る｣というポイントを確認したことで､ほとんどの児

童が自分なりの考えをもち､ワークシートにまとめる

第6学年1組　担任　峰村　薫

ことができた｡

また､考えを全体の中で発表する場面では､書画カメラを用いてワークシートを提示した｡

児童の言葉だけでなく､ワークシートに表現された数直線や表など､視覚的分野を提示して

お互いの考えを発表し合うことで､友達の考えを領きながら受け止める児童の姿が多く見ら

れた｡自分とは異なる考え方を理解するために､有効な手立てであると感じた｡

【課題】
~人-人がワークシートにまとめた考え方をもとにグループ内での発表を行い､正確でか

つ分かりやすいと思われる考え方を選ぶ活動を行った｡グループ内では､お互いのワークシ

~トを見せ合いながら説明をしていたが､適切な言葉を用いることがうまくできなかったり､

自分と友達の考えの共通点や相違点を見出すことができなかったりする児童の姿も多く見ら

れた｡

まとめの活動として､ 1時間の中で深まったり､あるいは拡散したりした自分の思考をま

とめるために､自分のやり方を短い言葉でまとめる活動を取り入れた｡しかし､時間配分が

不十分であったことともあり､自分なりのまとめを言葉で書き表すことができず､全体での

まとめを共通確認するにとどまる児童が多かった｡本時の｢ねらい｣が自分自身で達成でき

たかどうかを確認する力を指導していく必要性を感じた｡

(2)これまでの取組を振り返って

各単元の初めの段階では､ただ答えを求めるだけではなく､ ｢どうしてそう考えるのか｣とい

うことを自分なりの方法でまとめることを繰り返し指導してきた｡多くの児童が､自分なりの考

えをもち､書き表すことはできるようになってきたが｡しかし､そこから分かりやすく考えを伝

えようとしたり､お互いの考えから学び合おうとしたりする部分については､まだ不十分である｡

他教科との関連も図りながら､話し合い･学び合いの力を育てていく必要がある｡

2　次年度-の改善点

話し合い活動を活発なものにするには､児童自らが｢考えたい｣ ｢友達の考えを聞きたい｣と感

じるような課題設定が重要となる｡児童の知的好各亡､に働きかけることができるような学習課題

の提示と､課題解決の過程で考えが深まるような学び合いができる学習集団を育てていくことに

力を入れていきたい｡


